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第 15回中級ソフトウェア品質技術者資格試験記述式問題の解説 

 

※出題した問題の一部を解説付きで公開いたします。正しい知識の習得と理解の深耕に

ご活用ください。 

 

※中級ソフトウェア品質技術者資格試験の記述式問題の採点においては、唯一の正解との

適合のみをみるのではなく、受験者の意図を読み取って採点しています。 

 

 

■穴埋め問題 

空欄（  ）に入る適切な語句を解答用紙の該当箇所に解答せよ。 

 

【解答用紙】実際の解答用紙のスタイルです。 

 

 

 

 

 

 

【問題】 

小さい機能単位に要求定義、分析、設計、実装、テストまでを順に実施して、動作可能な

ソフトウェアを開発する。これを繰り返すことによりソフトウェアを完成させる方法を

反復型開発プロセスと呼ぶ。このうち、単純な実装から順次完成度を高めていく方法を

（ ① ）、機能を段階的に追加していく方法を（ ② ）と呼ぶ。 

 

【解答例】 

①：イテレーティブ開発 

②：インクリメンタル開発 

 

【解説】 

プロセスモデルのうち、反復型開発プロセスの知識を問う問題である。 

反復型開発プロセスは、小さな機能単位に動作可能なソフトウェアを開発するプロセスを繰り返

して、ソフトウェアを完成させる方法である。 

ウォーターフォールモデルは、上流から下流の各工程を順に実行して後戻りをしない前提で、ソ

フトウェアの全体を設計してから開発するという方法をとるため、顧客のニーズの変化に柔軟に対

応する必要がある場合や、仕様変更へのすばやい対応が求められる近年のシステム開発には適

用しにくいという欠点がある。反復型開発プロセスは、このようなウォーターフォールモデルの欠

点を補うプロセスモデルのひとつである。 

反復型開発では、要求定義、分析、設計、実装、テストの一連のプロセスを 1回の単位として、

これを複数回繰り返して少しずつソフトウェアを完成させる。この 1 回のプロセスの単位のこと

を反復、またはイテレーションと呼ぶ。イテレーションごとに、顧客の評価を得て、仕様の調整を
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行うことができるので、顧客の要求を取り入れやすい。 

反復型開発プロセスは、イテレーションの内容の違いにより二つのアプローチに分けることがで

きる。ひとつは、システム全体の単純な実装から開始しイテレーションごとに徐々に全体の完成度

を高めていくイテレーティブ開発である。もうひとつは、イテレーションごとに段階的に機能を追

加（インクリメント）していくインクリメンタル開発である。 

イテレーティブ開発では、単純ではあるが最初から全体像を見せることができるので、早い段階

から顧客と完成イメージを共有しながら開発を進められる。インクリメンタル開発では、イテレー

ションごとに開発契約を分割して部分的な納品ができるので、契約不履行や瑕疵のリスクが低減で

きる。いずれのアプローチも、部分的に少しずつ完成させていくことになるので、顧客を巻き込ん

だ形の開発プロセスを実現できる。 

誤った解答の例としては、①スパイラルモデル、プロトタイプモデル、インクリメンタル開発、

②段階的詳細化、トップダウン、イテレーティブ開発などがあった。ソフトウェア開発のプロセス

モデルの種類やねらい、各モデルの特徴、およびそれらの用語を正しく理解していただきたい。 
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■説明問題 

設問の指示に従って、解答用紙の該当箇所に解答せよ。 

 

【解答用紙】実際の解答用紙のスタイルです。 

●                          

      

 

●                          

      

 

【問題】内部メトリクス 

製品品質メトリクスの一種である内部測定量を用いることの利点とその利点が生み出され

る理由を、異なる二つの観点からそれぞれ 25 字程度で述べよ。 

 

【解答例】 

（1）観点 1：早い段階での客観的な評価や予測に活用できる 

・中間成果物に適用できるので、開発の早い段階で品質を予測可能（29 字） 

・早い段階で測定結果が得られるので、外部品質の評価材料が得られる（31 字） 

・客観的な数値として表現されるため担当以外でも品質を評価できる（30 字） 

 

（2）観点 2：早い段階で改善に活用できる 

・定量的に評価できるので、その中間成果物の品質向上が図れる（28 字） 

・プログラムを動作する前から品質を測定できるため早期に手が打てる（31 字） 

・開発中に測定ができるため、品質改善の反映が素早く行える（27 字） 

 

【解説】 

 ISO/IEC 25023［ISO/IEC 25023：2016］では、製品品質メトリクスを、ソフトウェア製

品そのものの品質測定量として内部測定量(内部メトリクス)と外部測定量(外部メトリクス)

の二つに分類している。そのうち内部測定量とは、明示された条件下で使用されるソフトウ

ェア製品に対して、ソフトウェア製品の静的属性の集合体が明示的ニーズおよび暗黙的ニ

ーズを満たす度合いの測定量という定義である。提案依頼書、要求事項定義書、設計仕様書、

ソースコードのような開発段階では実行できない成果物に適用できる。例えば複雑さの測

定量やレビューで発見した障害数などが品質の内部測定量にあたる。 

 この内部測定量を用いる利点は、ソフトウェア製品の品質を予測評価でき、それに基づく

品質改善ができることであり、その利点が生み出される理由はより早い段階での中間成果

物に適用できるためである。また開発プロセス自身の是正や改善にも活用でき、保守性の向

上や開発効率向上も期待できる。 

 解答の観点としては、上記以外に、「フィードバック･フィードフォワードの観点」「設計

者と品質保証担当の観点」なども考えられる。 

 解答では、内部測定量、外部測定量の定義を理解せずに、測定量(メトリクス)の一般論と

しての記述が少なからず散見された。内部測定量では「開発段階での中間成果物に適用する」

「早い段階で品質を予測できる」「早い段階で改善できる」という点を理解した上で、自分
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で設定した観点から解答することが求められている。 

 実際のソフトウェア開発の現場でも品質に関する測定量(メトリクス)を見て判断してい

ることが当たり前になっている職場も少なくないと思われる。その意義、目的を日頃から俯

瞰的に理解しておくことが重要である。 
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■解説問題 

設問の指示に従って、解答用紙の該当箇所に解答せよ。 

 

【解答用紙】実際の解答用紙のスタイルです。 

●                          

      

 

●                          

      

 

●                          

      

 

【問題】テスト結果の分析 

あなたはプロジェクトマネージャーとしてシステム開発プロジェクトに参画している。現

在は統合テスト工程で、計画していたテストの実行が一通り終わった段階である。統合テス

トでは、システムに備わる各機能を対象として、その仕様に基づいたテストを行った。 

このプロジェクトでは、実施したテストの結果から品質を評価するために、テスト密度と障

害密度の次の二つのメトリクスを使用している。 

 

テスト密度：ソースコード 1,000 行あたりのテストケース数 

障害密度：ソースコード 1,000 行あたりの障害数 

 

それぞれのメトリクスに対して基準値を設定し、それと実績値を比較することで品質を評

価する。基準値、および統合テストにおける全テスト対象に対するメトリクスの実績値は以

下の表のようになった。 

 

メトリクス 基準値 実績値 

テスト密度 100 150 

障害密度 010 005 

 

この結果について、テストの責任者であるテストマネージャーからは「基準値以上のテスト

ケース数を実行して、障害はあまり検出されなかったため、品質には問題がない」との報告

があった。 

しかし、プロジェクトマネージャーであるあなたは、品質を適切に評価するためにはこの情

報だけでは不十分であり、追加での確認が必要であると判断した。品質を適切に評価するた

めには、どのような情報をどのような目的で確認すべきか、「テストの量的観点」、「テスト

の質的観点」、「品質分析および評価の観点」の三つの観点から、「～のために（～するため

に）、～を確認する」という形式で、それぞれ 50 字程度で述べよ。 

  



 

- 6- 

 
 Copyright (C) JUSE Certified Software Quality Engineer ST All Rights Reserved 250118 

【解答例】 

(1)テストの量的観点 

・統一したルールの下で実績値が測定されているかを判断するために、テストケースの作

成単位や計測基準を確認する。 

・個々のテスト対象機能ごとの結果のバラつき度合を評価する為に、テスト対象機能ごと

の各メトリクスの値を確認する。 

(2)テストの質的観点 

・統合テストとして適切なテストが実施されていることを判断するために、統合テストの

目的を確認する。 

・テストケースの妥当性を判断するために、採用したテスト技法とそのテスト対象を確認

する。 

(3)品質分析および評価の観点 

・検出した障害の深刻度や影響、リスクの大きさを判断するために、障害とその原因の傾

向を確認する。 

・障害が残存する可能性について評価するために、累積の障害数の時系列的な変化を確認

する。 

 

【問題の狙い】 

中級品質技術者として、テスト結果に基づいて適切に品質評価をするために、与えられた情

報だけで判断するのではなく、その情報の確からしさを確かめることや、その情報とは異な

る角度からの見方をすることで、より正しい品質評価を行うことが求められる。 

与えられた基準値と実績値とを単純に比較するだけではなく、その基準値は妥当なのか、実

績値の測定方法は正しいのかについて改めて確認することや、二つのメトリクス以外にも

テスト結果から取得できる情報を用いて多角的に品質を評価・分析することが重要である。

今回の設問で取り上げた定量的な結果については、一次分析として用いることは非常に有

用であるものの、加えて定性的（質的）な結果を加えて評価することは、品質評価において

基本といえるだろう。 

 

【解答のポイント】 

 「テストの量的観点」「テストの質的観点」「品質分析および評価の観点」という三つの観

点別に回答を考えることが求められているが、正しく分けて回答していないものが多数見

られた。 

目的（～のために）は適切に書かれているがアクション（～を確認する）があいまいなケ

ース、逆に、アクションは明確だが、何の為に確認するのかという目的があいまいなケース

が多く、減点となった。また、目的とアクションに同様の内容を記述したものもあった。 

提示されたメトリクスから、（理由なしで）品質が悪いという前提で目的とアクションを

記述している回答が一定数見られた。提示されたメトリクスをどのように解釈するかと、そ

のためのアクションを問うていることを理解した上で回答を考える必要がある。 

目的として書かれている内容と、アクションとして記述された内容（例えばテスト技法名

など）が、合致しない回答も見受けられた。中級技術者として、技法を知識として知ってい

るだけでなく、正しく適用させる能力が求められる。 


